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１　はじめに
訓民正音は、443 年に朝鮮の第４代国王である世宗によって作られた、現在は
ハングルと呼ばれる文字である。446 年に書かれた、文字についての解説書もま
た、訓民正音（または訓民正音解例本）と呼ばれる。これは文字についての単なる
言語学的な解説だけではなく、この文字の持つ哲学的な意味、そこに含まれる宇宙
観、世界観についての解説書でもある。
訓民正音は、それについて知れば知るほど、その奥深さに驚かされる。訓民正音
という文字は、言語学的観点から見ても、極めて高度に完成された表音文字であり
ながら、同時に文字の形や構成の中に深遠な哲学的意味が込められている。この文
字はいったいどのようにして作られ、また、そこに込められた意味は何なのだろう
か。本稿では思想的な側面、特に人とのかかわり合いに焦点を当てながら、訓民正
音という文字の本質の一端に迫ってみたい。
２　訓民正音の制字原理
訓民正音は子音と母音を表す音素文字（字母）から成り、それらを組み合わせて
一音節一文字として書く。
子音字母が、その発音をするときの口や舌（調音器官）の形を模して作られてい
ることはよく知られている。世宗が文臣たちに命じて書かせた解説書である訓民正
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音解例本（以下解例本という）には、子音（初声）についてつぎのように書かれて
いる。
初聲凡十七字。牙音ㄱ，象舌根閉喉之形。舌音ㄴ，象舌附上腭之形。脣音ㅁ，象口
形。齒音ㅅ，象齒形。喉音ㅇ，象喉形。ㅋ比ㄱ，聲出稍厲，故加畫。ㄴ而ㄷ，ㄷ而
ㅌ，ㅁ而ㅂ，ㅂ而ㅍ，ㅅ而ㅈ，ㅈ而ㅊ，ㅇ而ㆆ，ㆆ而ㅎ，其因聲加畫之義皆同，而
唯 為異。半舌音ㄹ，半齒音ㅿ，亦象舌齒之形而異其體，無加畫之義焉。
初声は全部で 7字である。牙音ㄱは、舌根が喉を閉ざす形をかたどっている。舌
音ㄴは、舌が上あごに付く形をかたどっている。唇音ㅁは、口をかたどっている。
歯音ㅅは、歯をかたどっている。喉音ㅇは、喉をかたどっている。ㅋはㄱに比べて、
声が少し強く出るので一画を加えた。ㄴからㄷ、ㄷからㅌ、ㅁからㅂ、ㅂからㅍ、
ㅅからㅈ、ㅈからㅊ、ㅇからㆆ、ㆆからㅎは、その声に因って一画を加えた意味は
みな同じであるが、ただ だけは異なる。半舌音ㄹと半歯音ㅿも舌と歯をかたどっ
ているのだが、その体が異なるので、一画を加えるという意味はない。
たとえば、[k] の音を表すㄱは舌の奥が上あご（軟口蓋）に付くように持ち上が
っている形を、[n] の音を表すㄴは舌の先端が歯茎に付くように上に持ち上がって
いる形を表し、[m] の音を表すㅁは唇の形を表している、というわけである。さら
に、それらと同じ調音点において異なる調音方法で発音される音は、それらの基本
字母に一画ずつ加えるという加画の方式が採られている。例をあげればつぎのよう
である。
　鼻音　　　　　平音　　　 激音
（ [ŋ]）　　　　ㄱ [k]　　	 ㅋ [kh]　軟口蓋音
　ㄴ [n]　　　　　ㄷ [t]　　	 ㅌ [th]　舌音
　ㅁ [m]　　　　ㅂ [p]　　	 ㅍ [ph]　唇音
習う立場の者からすれば、シンプルでわかりやすく、覚えやすい制字原理である
が、逆に作る側に立ったら、ことはそう簡単ではない。いったいどうしたらこのよ
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うに見事なやり方を思いつくことができるのだろうか？
ところで、舌音と唇音は鼻音の字母が基本になっているのに、軟口蓋音だけがそ
うではないのは一貫性を欠いているように見えるが、このことについては解例本に
きちんと説明がある。
唯牙之 雖舌根閉喉聲氣出鼻，而其聲與ㅇ相似，故韻書疑與喩多相混用，今亦取象
於喉，而不為牙音制字之始。
ただ、牙音の は舌根が喉を閉じて声が鼻から出る音であるが、その音はㅇと似て
いるので、韻書でも疑母と喩母が多く混用されている。今また喉の形を模して、牙
音の制字の始めとはしない。
ㅇは母音を表すときに使われる子音字母で、音価はゼロである。[ŋ] 音で始まる
中国漢字音（疑母）は当時すでに母音で始まる漢字音（喩母）と混同されていた。
朝鮮語においても、語頭の [ŋ] 音はその後消滅して使われなくなってしまい、す
べてㅇで書かれるようになった。現在ではㅇを書く位置によって音価が使い分けら
れている。すなわち、母音字母の左（上）に書けば音価ゼロであり、下に書けば
[ŋ] である。
[ŋ] と同様に現在では使われなくなっている、つまり音が消滅した字母に、ㅿ
がある。これはㅅ [s] が有声音化した [z] のような音であったと考えられている。
現在では方言によっては [s] の音で残っているところもあるが、ソウルの言葉では
完全に消滅してすべてㅇで書かれている。
これらのふたつの字母を見て大変不思議に思うのは、どちらも音が消滅してㅇで
書かれるようになっても字母の形に全く違和感がないことである。 は上についた
頭が取れればㅇになり、ㅿは角が丸くなれば簡単にㅇになってしまう。まるで字母
を作った当初から、これらの音が消滅することが予測されていたかのようである。
のほうは中国の漢字音ではすでにㅇと混同していたので消滅を予測することはで
きたかもしれないが、ㅿのほうは訓民正音創制当時の朝鮮では明らかにㅇとは違う
4　訓民正音における人間存在肯定の思想について
音だったのだから、消滅するとは予測できなかったはずだ。にも関わらず、ㅿはㅅ
[s] からㅇに変化するちょうど中間のような形をしている。いったいどうしてこの
ような形に決めたのだろうか？
このように、子音字母の制字原理も極めて完成度が高いが、母音字母の制字原理
もまた、大変奥が深い。
母音字母は基本的に点と線で成り立っており、それは易の三才（天地人）の思想
に基づいていることもよく知られている。
基本字母は・（天）　ㅡ（地）　ㅣ（人）の三つであり、その他はこれらの組み合
わせから成っている。解例本には、母音（中声）についてつぎのような説明がある。
中聲凡十一字。ㆍ舌縮而聲深，天開於子也。形之圓，象乎天也。ㅡ舌小縮而聲不深
不淺，地闢於丑也。形之平，象乎地也。ㅣ舌不縮而聲淺，人生於寅也。形之立，象
乎人也。
中声は全 字である。ㆍは舌が縮まって声が深く、天が子に開いたということで
ある。丸い形は、天をかたどっている。ㅡは舌が少し縮まって声は深くもなく浅く
もなく、地が丑に開いたということである。平らな形は、地をかたどっている。ㅣ
は舌が縮まらず声が浅く、人が寅に生まれたということである。立っている形は、
人をかたどっている。
天は丸く、地は平らで、人は立っている。実に単純で見事な象形である。
現代語でも一部の語尾には残っているが、当時の朝鮮語には、陽母音からなる単
語には陽母音の語尾が付き、陰母音からなる単語には陰母音の語尾がつくという、
整然とした母音調和の現象があった。世宗がそれを感じ取り、認識して文字を作っ
たことは、解例本のつぎのような記述からもわかる。
天地之道，一陰陽五行而已。坤復之間為太極，而動静之後為陰陽。凡有生類在天地
之間者，捨陰陽而何之。故人之聲音，皆有陰陽之理，顧人不察耳。
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天地の道はすべて陰陽五行によっている。坤復の間が太極となり、動静の後に陰陽
となる。およそ天地の間にあって生あるものは、陰陽を捨ててどこにいこうか。故
に人の声音にも陰陽の道理がある。ただ人がそれを察する事ができないでいるだけ
だ。
このような考え方から、・（天）　ㅡ（地）　ㅣ（人）を組み合わせて次のような母
音字母が作られた。最も初期の文献ではㅡ（地）とㅣ（人）の上下左右に・（天）
を書いたが、書きにくかったためか、すぐに・（天）が短い線で書かれるようにな
った。これらは点と線、右と左、上と下という見事な対称をなしている。
　
　陽母音　　・[ʌ]　ㅏ [a]　ㅗ [o]
　陰母音　　ㅡ [ɯ]　ㅓ [ə]１　ㅜ [u]
　どちらにも属さない　　ㅣ [i]
陽母音と陰母音は混じり合うことがなく、二重母音は陽母音同士、陰母音同士の
組み合わせによって作られた。ただし人を表すㅣだけは陰陽どちらにも属さないの
で、陰陽どちらとも組み合わせることができた。
　陽母音　　　ㅘ [oa → wa]　　ㅙ [oai → waj]　　ㅚ [oi → oj]　　ㆎ [ʌi → ʌj]
　陰母音　　　ㅝ [uə → wə]　　ㅞ [uəi → wəj]　　ㅟ [ul → uj]　　ㅢ [ɯi → ɯj]
字母の形を決める際に、ㅗ [o]、ㅜ [u]、ㅡ [ɯ] を横長にして子音字母の下に書く
ようにし、ㅏ [a]、ㅓ [ə] を縦長にして子音字母の右に書くようにしたのは、二重母
音を書くときにこれらを合字しても破綻をきたさないように配慮した結果のように
思われる。また、[j] つまり [i] から始まる二重母音を書く際に、ㅣ [i] との合字では
なく、短い線（天の部分）を二本にするようにしたのも、合字した場合の破綻を避
けるためであるようだ。ただ、そのような原則で [i] から始まる二重母音を書くこ
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とにすれば、必然的にㅡ [ɯ] とㅣ [i] は [i] から始まる二重母音を書くことができな
い。しかし実際にはㅡ [ɯ] とㅣ [i] は開口度の狭い母音であるから、そのような二
重母音は存在しないので問題はないのである。２　また、ㅣ [i] を除けば、ㅏ [a] とㅓ
[ə] のように相対的に口を開く母音は縦長であり、ㅗ [o] とㅜ [u] のように口をすぼ
める母音はあたかも唇を突き出したような形をしている。さらにㅡ [ɯ] は発音する
ときに口を横に張るが、この字母の形も横に長いのでイメージが発音する口の形と
ぴったりである。実に覚えやすく、さまざまに配慮し尽くされた見事な文字である。
　解例本の鄭麟趾の序にも、この文字の見事さについてつぎのように書かれている。
癸亥冬。我殿下創制正音二十八字，略掲例義以示之，名曰訓民正音。象形而字倣古
篆，因聲而叶七調。三極之義，二氣之妙，莫不該括。以二十八字而轉換無窮，簡而
要，精而通。故智者不終朝而會，愚者可浹旬而學。以是解書，可以知其義。以是聴
訟，可以得其情。
癸亥年（世宗  年、443 年）の冬、わが殿下は正音 8 字を創制され、簡単に
例義を掲げてこれを示され、訓民正音と名づけられた。字は象形によっており、古
篆に倣い、声に因っているので七調にも合っている。三極（天地人）の意味も二気
（陰陽）の妙も、含まれないものがない。8字をもってすれば転換して窮まりがな
く、簡単でありながら要を得ており、精密にして通じているので、知恵ある者は一
朝にして習得し、愚かな者も 0日で学ぶことができる。これを用いて書を解けば、
その意味を知ることができ、これを用いて訴えを聞けば、その心情を知ることがで
きる。
　ではこれほどよくできた文字は一体どうやって作られたのだろうか？
３　訓民正音はいかにして作られたか
　訓民正音は、製作者と製作年代が特定できる、世界の文字史上きわめて珍しい文
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字であるが、その製作過程が解明されているわけではない。常識的に考えれば、国
王である世宗自身が文字を制作したというより、国王は製作を発案し命じただけで、
実際に作ったのは当代の学者たちであると解釈するのが普通であろう。しかし実際
に残っている記録からは、その証拠を見つけ出すことは難しい。
　訓民正音解例本の冒頭には、つぎのような世宗による序文が添えられている。そ
こには自分が文字を作ったことと、文字製作の目的がはっきりと書かれている。
　
國之語音，異乎中國。與文字不相流通。故愚民有所欲言，而終不得伸其情者多矣。
予爲此憫然，新制二十八字。欲使人人易習，便於日用耳。
わが国の語音は中国と異なり、漢字では書き表せないので、漢字を知らない庶民は
言いたいことがあっても言えない者が多い。私はこれを憐れに思い、新しく二十八
字を作った。人々が習い易く、日用に便利なようにしたいだけである。
　また、世宗実録には文字制作について、
是月，上親制諺文二十八字，其字倣古篆，分爲初中終聲，合之然後乃成字，凡干文
字及本國俚語，皆可得而書，字雖簡要，轉換無窮，是謂訓民正音。
この月に王が自ら諺文 8字をお作りになった。その字は古篆に倣い、初声、中声
も終声に分け、それを合わせた後に文字と成した。およそ文字に関するものと俚語
に関するものはすべて書くことができ、文字は簡単であるが転換するのに窮まりが
ない。これを訓民正音という。（世宗 年（443） 月 30日）
と書かれているのみである。これらの記録を素直に読めば、世宗自身が自らこの文
字を作成したということになる。また、当時の文臣たちが書いたさまざまな記録も、
世宗が自ら文字を作ったという点に関しては一致している。３
　とはいえ、先に見たように、訓民正音は一般庶民が無理なく覚えられるように、
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極めて合理的で首尾一貫した原則に基づいて作られており、このように優れた文字
を一人の王が短期間で作り上げるのはほとんど不可能であるようにも思える。
　世宗実録には世宗 年  月以前に文字製作についての記録は出てこないが、
世宗はずっと以前から庶民が文字を読めないことによる弊害について心を痛めて
きた。法規に関する書物の吏読による翻訳を命じた事もあり、４　文字製作を意図し
て周到に準備して来たであろうことは十分に推測されうることである。また、世子
（王の跡継ぎ、後の文宗）や王子たち密かに文字製作を手伝っていたのではないか
という見方もある。５
　文字制作について公式的な記録が残っていないのは、漢字を自在に使える両班た
ちが庶民も使える文字の制作に反対するであろうことが予想されたことと、民族固
有の文字を作っていることが明国に知られることをよしとしなかったため、文字制
作を秘密にしていたからではないかとも考えられている。
　ともかく、このような完成度の高い文字を、一人の王が短期間に作り上げるのは
到底不可能であるように思えることから、解例本に見られるような字母と制字の原
理が成立するまでには、複数の協力者と、記録に残らなかった多くの試行錯誤や紆
余曲折があったのではないかという推測も十分に成り立つ。６
　しかし、筆者は逆に、まさにその完成度の高さ、完璧さ故に、この文字の制作に
おいて複数の人間の関与やさまざまな試行錯誤があったという意見には賛同できな
いのである。だれか主導的な立場の人間がいたとしても、複数の人間がそれぞれ自
分の考えを述べたり、あるいは分担して協力したりすれば、むしろまとまりのない
ものになってしまい、いくら議論を重ねてもこれほど首尾一貫した文字体系を作り
上げることはできないのではなかろうか。この完璧さは、むしろ何か別次元の造作
を思わせる。
　実際、解例本には、つぎのような記述がある。
今正音之作，初非智營而力索，但因其聲音而極其理而已。
今訓民正音を作ったのは、初めから知恵や力で作り出したのではなく、ただその声
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音によってその道理を極めただけである。
　訓民正音は長年にわたる広く深い言語研究と努力によって作られたと考えられて
いる。確かに、世宗は文臣たちが足下に及ばないほど音韻学にも大変造詣が深く、
性理学にも通じていた。７　彼はまた大変勤勉で、労苦によって眼病にかかってしま
ったという記録があるほどである。８　しかし、「初非智營而力索」９　という部分を素
直に読むならば、この文字は「努力して頭で考えて作りだしたのではない」のであ
る。このような内容の記述は実はここだけではない。解例本の中の制字解にはつぎ
のように書かれている。
正音作而天地萬物之理咸備，其神矣哉。是殆天啓聖心而假手焉者乎
正音が作られて天地万物の道理がことごとく備わったのは，神なるかな。これはき
っと天が聖人（世宗）の心を啓いて手を貸してくれたのだろう。
　訣（まとめ歌）にはまたつぎのような一節がある。
　
天授何曾智巧為
天が授けたものはどうして智恵や技巧によって為せようか。
　また、鄭麟趾の序にも、つぎのような文がある。
恭惟我殿下，天縱之聖，制度施為超越百王。正音之作，無所祖述，而成於自然。豈
以其至理之無所不在，而非人為之私也。
謹んで思うに、わが殿下は天が生んだ聖人で、制度や施政は百王をも超えていらっ
しゃる。正音の制作も、先人のものを受け継いだところがなく、自然に成されたも
のである。まさに至極の道理のないところがなく、個人の人為によってできたもの
ではない。
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　みな一様に、天が授けたものであるとか、自然になされたものだと説明していて、
人の知恵や技巧、人為を否定しているのである。これらの記述は、世宗の偉業をた
たえるための単なる修辞と解釈されたためか、今まであまり注目されてこなかった。
しかしこれは本当に単なる修辞にすぎないのだろうか？これほど何度も強調されて
いるということは、修辞ではなく、事実だったのではないか？もしもこれらの記述
を額面通りに受け取るなら、訓民正音は、試行錯誤や努力の産物ではなく、むしろ
何かのインスピレーションや天啓のような形で生み出されたものだということにな
る。
　きわめて切実な問いや願いを持った人間に、その完璧な答えが天啓やインスピレ
ーションとして「降りてくる」ことは確かにある。それは実際に経験した者にとっ
てはまぎれもない事実であるが、経験したことがなくても、そのようなことはあり
得ると考える人は多いのではなかろうか。しかしそのような考え方は一般的には
「科学的」でないと思われているので、学術的な論文で取り上げられることはまず
ない。
　しかし、訓民正音はまさにその完成度の高さ故に、人間の知恵の寄せ集めとして
できたとはとても思えない。むしろ完成形として天から降ろされたと考えるほうが
自然なのではないだろうか。0　ここで「天」というのは、言うなれば異次元、高次
元のことである。我々が生きている次元では、物事は表面的な一部しか見えないし、
時間軸においても今しか見えない。だから我々が思いつく答えは必然的に不完全で
しかない。それを少しでも完全に近づけるために一生懸命努力をしても、それは
永遠に完全には至らない漸近線でのままである。しかし高次元においては、物事の
全体像、深い本質が見え、また時間軸においても過去から未来までが見渡せるため、
完璧な答えが得られるのである。その答えが世宗を通してこの世の次元にもたらさ
れた、と考えるわけである。
　もちろん、このような天啓というものは、だれでも簡単に受け取れるものではな
い。まず始めに、真に深く切実な問いや願いがなければならない。またそれは、自
分一人の利益のためではなく、天下万人の幸せに通じるものでなければならない。
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さらに、たとえ完璧な答えが降りてきたとしても、受け取る側の資質がそれにふさ
わしくなければ、正しい情報を受け取ることができない。だから、現実にそのよう
なことが起きるのは極めて稀である。
　その点、世宗の人となりは、まさにそのような完璧な天啓を受けるにふさわしい
と言える。彼は庶民が使えるような文字を作るという強い志を持ち、性理学や音韻
学への造詣を深めてきた。また世宗実録によれば、彼は民衆を愛し、良民と賤民を
区別することがなく平等に扱い、常に彼らのために心を砕いていた。
上曰　人君之職，代天理物，物不得其所，尙且痛心，況人乎。　以人君治之，固當
一視，豈以良賤，而有異也。
王は言われた。君主の職は天に代わって万物を治める事である。従って万物が本来
の位置を得る事ができなくてもむしろ大変傷心するであろうに、いわんや人の場合
はどうであるか。真に差別せず万物を治めなければならない王が、良民と賤民を区
別して治める事ができるであろうか。（世宗 年 8月 日）
　また世宗は、政敵をことごとく抹殺した父親の太宗とは正反対に、自分を批判す
る政敵を決して排除しなかった。訓民正音の公布に反対した集賢殿の学士たちの上
疏文を見て激怒し、一旦は彼らを投獄したものの、そのほとんどを翌日釈放してし
まった。また、そのとき釈放しなかった二人も四ヶ月後には復職させている。
　政治を行う者として、政敵をどのように扱うかは重大な問題である。ほとんどの
為政者は、自分の政策を推し進めるために政敵を排除しようとする。しかし世宗は
政敵を排除しないばかりか、むしろ登用して敢えて反対意見を述べさせ、それを説
得することで政策を推し進めようとした。それは大変難しい、勇気のいることであ
るが、実行できれば多くの人々の信頼を勝ち得ることができる。為政者としてまさ
に理想の姿である。このような器を持った存在が、庶民の声を聞きまた彼らを導く
ために、文字を作ろうと決意したとき、天がそれに応えて完成された文字体系のア
イデアを降ろしてくる可能性は十分にあると考える。
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４　母音字母における天地人
　ここで、母音字母における天地人について、もう少し深く考察してみたい。
　先に述べたように、母音字母は・（天）　ㅡ（地）　ㅣ（人）という三つの要素か
ら成っている。
　これは、この世は天と地と人（三才）によって成り立っているという易の世界
観・宇宙観に基づいたものである。天は陽であり、地は陰であり、人はどちらにも
属さない（あるいはどちらにも関わっている）。訓民正音の文字体系はまさにその
摂理を体現している。
　宇宙の摂理を文字体系に体現するというのは奇妙に思われるかもしれないが、宇
宙のあらゆる事物の中には、実は宇宙全体の摂理が包含されている。それは人体全
体の設計図がたった一つの細胞の DNAの中に含まれていることや、マクロの世界
の星の運行が、ミクロの世界の原子や素粒子の動きとよく似ていることからもわか
る。訓民正音を作った存在はそのことを知っていたから、宇宙の摂理を文字で表し
たのである。これは逆に考えれば、訓民正音を知ることによって、宇宙の摂理を理
解することもできるということになる。
　解例本の制字解には、人の役割についてつぎのように書かれている。
ㅏ與ㆍ同而口張，其形則ㅣ與ㆍ合而成，取天地之用發於事物待人而成也。
ㅏはㆍと同じだが口を張り、その形はㅣがㆍと合わさって成っている。天地の働き
が事物に現れるが人を待ってから成るという意味である。
ㅓ與ㅡ同而口張，其形則ㆍ與ㅣ合而成，亦取天地之用發於事物待人而成也。
ㅓはㅡと同じだが口を張り、その形はㆍがㅣと合わさって成っている。また天地の
働きが事物に現れるが人を待ってから成るという意味である。
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　いずれも天と地だけでは物事が成り立たず、必ず人の助けが必要である、と述べ
ている。
　また、ㅛㅑㅠㅕについて、ㅣ（人）が含まれていることを指摘しながらこう説明
している。
　
ㅛㅑㅠㅕ之皆兼乎人者，以人為萬物之靈而能參兩儀也。
ㅛㅑㅠㅕがみな人（ㅣ）を兼ねているのは、人が万物の霊長で両儀（陰陽）ともに
参与することができるという意味である。
　さらに中声解には、
一字中聲之與ㅣ相合者十，ㆎㅢㅚㅐㅟㅔㆉㅒㆌㅖ是也。二字中聲之與ㅣ相合者四，
ㅙㅞㆈㆋ是也。ㅣ於深淺闔闢之聲，並能相随者，以其舌展聲淺而便於開口也。亦可
見人之參賛開物而無所不通也。
一つの中声字母がㅣと合わさるものは十で、ㆎ、ㅢ、ㅚ、ㅐ、ㅟ、ㅔ、ㆉ、ㅒ、ㆌ、
ㅖである。二つの中声字母がㅣと合わさるものは四で、ㅙ、ㅞ、ㆈ、ㆋである。ㅣ
が深浅・開閉などの中声につくことができるのは、舌が伸びていて声が浅く、口を
開きやすいからである。これを見ても、人が物事の達成に参与し通じない所がない
ことがわかる。
とある。
　前にも述べたように、当時の朝鮮語の音韻には母音調和があり、基本的には陽母
音の字母と陰母音の字母を混用することはなかった。陽は天であり、陰は地である
から、天と地は互いに相容れない、つまり互いに通じることができない、というこ
とである。ところが人を表すㅣは陰陽どちらの字母とも組み合わせることができる、
つまり、天とも地とも交流することができるのである。すなわち、「天と地をつな
ぐものとしての人」が訓民正音に体現されているわけである。3　実際にㅣは最も開
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口度の狭い母音なので、そこからいくらでも口を開くことができ、他の多くの母音
と組み合わさって二重母音を作りやすい。まさに人を表す音にふさわしいと言える。4
　さらに、制字解では、初声、中声、終声の合字においても天地人の原理が働いて
いると述べている。
以初中終合成之字言之，亦有動静互根陰陽交變之義焉。動者，天也。静者，地也。
兼乎動静者，人也。盖五行在天則神之運也，在地則質之成也，在人則仁禮信義智神
之運也，肝心脾肺腎質之成也。初聲有發動之義，天之事也。終聲有止定之義，地之
事也。中聲承初之生，接終之成，人之事也。
初声・中声・終声を合わせて成る文字については、また動と静が互いに根になり、
陰陽が交わって変化する意味がある。動は天（初声）であり、静は地（終声）であ
る。動と静とを兼ねるものは人（中声）である。おそらく、五行が天にあれば神の
運行であり、地にあれば性質が成ることであり、人にあれば仁・礼・信・義・智が
神の運行であり、肝臓・心臓・脾臓・肺臓・腎臓の性質が成ることである。初声に
は発動の意味があるので、天の事がらである。終声には止まって定まる意味がある
ので、地の事がらである。中声には初声が生じたのを承けて、終声が成ることにつ
なぐので、人の事がらである。
　中声（母音＝人）がなければ初声（天）と終声（地）はつながらず、音節は成り
立たないから、ここにおいても人の果たす役割は大きい。
　これらのことからわかるように、訓民正音においては、人という存在は絶対的に
肯定されている。天（陽）と地（陰）があってもその二つは断絶していて交流せず、
結局何も成し遂げられない。天と地、陰陽を繋ぐことができる人がそこに関与して
初めてすべてが成し遂げられるというのである。訓民正音が語る人に課された役割
は大変大きい。これがすなわち宇宙の摂理を体現しているとすれば、実際に我々人
間の存在意義は天と地を繋ぐことであり、つまり我々は天の意志をこの地に顕現す
る役割を担っているということになる。
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５　・の消滅
　
　訓民正音で天を表す基本中の基本字母、・（子音字母の下に書くため、下のア、す
なわちアレアと呼ばれる）は、その音価が変化し、ほとんどがㅏやㅡなどに吸収さ
れてしまった。アレアが含まれる単語の数は大変多く、その中には最も使用頻度の
高い「する」という意味の動詞もあったのに、なぜか音がなくなってしまったので
ある。6　音はなくなっても字母はそのまま残ってしばらく使われ続けたが、年
および33年の正書法の制定により字母も公式的には使われなくなってしまった。7
　訓民正音の制字原理の根幹をなす天の字母であるアレアの消滅は、訓民正音にと
っての一大事、大変な不幸だと言わざるをえない。整然として見事な対立をなして
いた陰陽のバランスが、それによって完全に崩れてしまったからである。制字原理
を記した訓民正音解例本は 33 年にはまだが発見されておらず、40 年に慶尚
北道安東で発見されて数百年ぶりに陽の目を見たので、正書法の制定当時にはアレ
アの持つ深い意味について理解する人はいなかったのかもしれない。もしもこの本
の内容が知られていたら、学者たちは軽々しくアレアを廃止しようとは考えなかっ
たはずである。
　もしも訓民正音が宇宙の摂理を体現するひな形として作られたならば、訓民正音
の陰陽のバランスが崩れたことが、本体であるこの世全体の陰陽のバランスに悪影
響を与えたことは十分に考えられる。極小の DNAの遺伝子を操作すれば実際に違
う生物が出現するように、ひな形はそれが象る本体にも実際に影響を及ぼしうるの
である。
　今日、朝鮮半島の人々は訓民正音（ハングル）を使って自由に自分の意思を表現
できるようになり、外国でもさまざまな場所でハングル表記が使われるようになっ
た。この様子をもしも世宗が見たとしたらきっと喜ぶに違いないが、アレアを廃止
してしまったことだけは大変残念に思っているのではないだろうか。現代の世の中
はまさに陰陽のバランスが多いに乱れ、すべてが混乱に陥っている。アレアがあっ
てはじめて完璧な調和を表現できる訓民正音の本来の意味を生かすためには、アレ
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アを復活させることが必要なのではないかと思う。
　
おわりに
　訓民正音の世界観、宇宙観によれば、この世において人の果たす役割は大きく、
人間という存在は絶対的に肯定されている。天と地があっても、人がいなければ意
味をなさないのである。争いが絶えず、地球はますます破壊されていく現在の社会
の有様を見れば、人間を肯定できるどころか、人は愚かな存在であるとしか言いよ
うがないが、それは実は人間が自分たちの本来の存在意義を見失ってしまったから
ではなかろうか。人間は本来、天の意志を地に顕現するために存在しているのであ
り、それができるはずなのである。行き詰った現代社会の突破口を開くためには、
今こそそのような人間の本来の使命に目覚めることが必要なのだと思う。
　現在も社会の行き詰まりを打開しようとたくさんの人がいろいろな策を巡らせて
いるが、これと言って有効な手だてがない。今の次元にとどまっていては、いくら
努力しても完全な答えは得られず、徒労に終わるばかりである。今こそ世宗のよう
に、天から降ろされる完璧な答えを受け取るべきときなのではないか。そのために
必要なのは、真摯で切実な願いと、人類に対する愛と、敵を排除しない勇気である。
付　記
　世宗実録の世宗  年  月 30 日条にある「字倣古篆」という記述については
さまざまな議論がある。文字の形は何か古い文字をまねて作られたとのだ考え、梵
字、モンゴル文字、パスパ文字などを参考にしたのではないか、とする意見や、起
一成文圖を起源だとする考え方もある。
　ところで、日本にも訓民正音（ハングル）に酷似している文字がある。神社など
で使われている「神代文字」である。しかし神代文字をまねてハングルが作られた
と考える学者はまずいない。一般的には、朝鮮で新しい文字が作られたことを知っ
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た平田篤胤らの国学者が、日本でも古代から文字があったと主張するためにハング
ルに似せて作ったのが神代文字だと考えられている。事実、神代文字で書かれた現
存するものの多くは、江戸時代中期以降に作られたものだという。
　しかし、限定版で出版された「伊勢神宮の古代文字」（丹代貞太郎、小島末喜　
著）という書物には、稗田阿禮や太安万侶という署名があり、和銅元年（708 年）
という年号の入った神代文字で書かれた文書の写真が載せられている（ただし、こ
れは本物がぼろぼろになったので、明治初期にそれをなぞって書いた模写であると
いう）。知られているのはその写真だけで、実物が本当にあるのか、あるとしたら
どこにあるのかはわかっていない。しかしもしも実物が本当にあるとしたら、神代
文字は訓民正音が作られる以前に存在したことになる。
　神代文字は他にも、さまざまな神社の軒下に彫られたり、額に書かれたりした。
となえことばや、お守り、お札の中身もこれで書かれていると言われる。つまり神
代文字は、神社において神聖なもの、由緒あるものを書くときに使われる文字なの
である。もしも神代文字が江戸時代の中期にハングルに似せて新しく作られたのだ
とすれば、果たしてそのような外来の文字をまねた新字で神聖なとなえことばやお
守りを書くことがあり得るのだろうか、という疑問が湧く。神聖なものなら、むし
ろ古来より使われている文字で書くほうが自然なのではないか。神代文字という名
称も、素直に受け取れば、日本書紀で言う神代、すなわち神武以前を指すと考える
こともできるように思われる。
　6 年に韓国のQチャンネルが制作したテレビドキュメンタリー番組では、日
本各地に残る神代文字を訪ね歩き、神代文字が訓民正音以前に存在した可能性を認
めた上で、それはさらにそれ以前に朝鮮半島に存在した「カリムト文字」が日本に
伝わったものである、という結論を導きだしていた。つまり、訓民正音製作過程で
模倣した古篆とはカリムト文字の事だと言うわけである。
　桓檀古記という書物によれば、カリムト文字が作られたのは、紀元前 8 年だ
と言う。桓檀古記とは一般的に認められている三国史記や三国遺事などの歴史書よ
りも遥か昔の時代について記述された書物である。この書物は成立過程も明確では
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なく、常識的に考えれば全く信用できない歴史書であるが、前述のドキュメンタリ
ー番組では、この本の信憑性を科学的に調べるために、そこに記述されている天文
現象とその年代についてコンピュータを使って科学的に検証を行っていた。その結
果、数百年に一度と言われる天文現象が起きた年代の記述が、コンピュータのシュ
ミュレーションと比べて一年の誤差であったという。
　また桓檀古記には陜野侯という名前の人物が、紀元前 667 年に三島（九州、四
国、本州）を平定したという記述がある。日本書紀では紀元前 667 年は神武東征
の年に当たる。日本書紀の神代下を見ると、一書曰、先生彦五瀬命。次稻飯命。次
三毛入野命。次狹野尊。亦號神日本磐余彦尊。所稱狹野者、是年少時之號也。後撥
平天下、奄有八洲。故復加號、曰神日本磐余彦尊　とあり、これによれば神武天皇
の若い時の名前は狹野尊であった。もしも桓檀古記がねつ造された偽書だとしても、
著者が日本書紀を精読してこの部分を書いたとは考えにくい。ならばこの偶然の一
致をどう見るか。
　もしも訓民正音が高次元から降ろされた天啓であるとすれば、他の時代にもその
ような天啓は降りてきているはずである。ならばカリムト文字や桓檀古記もまた、
そのような天啓が関わっていると考えることも可能である。たとえそれらの記述の
中にいくつかの間違いが含まれていたとしても、そのことによってそれらの内容を
全否定することはできない。天啓は受ける側の資質によっては、その精度が落ちて
しまうこともあるからである。
　学術的には神代文字や桓檀古記は全く信憑性がないと思われているので、訓民正
音と結びつける議論は全く相手にされない。しかしもしも天啓によって時空を超え
た真実の情報を得ることが可能だということになれば、これらの間と訓民正音の間
につながりがあったとしても何ら不思議ではないのである。
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註
１　ㅓの音価は [ə] と推測されているが、そうすると当時の母音体系において前舌母音はㅣ [i] だけで、他はみ
な中舌母音か後舌母音になってしまい、音声の弁別の観点から言えばいびつな体系であると言わざるを得
ない。ㅓはもう少し [e] に近い音だったかもしれない。
２　塩田今日子（8）、安秉禧（007）74 ページ　参照
３　訓民正音創制に反対して崔萬理が書いた上疏文、崔恒の碑銘、申叔舟の碑銘など。崔恒の碑銘には、「世宗
は最初に諺文を創製なさるとき不思議な考えと予知が百王よりも優れていらした。集賢殿の学士たちが口
を揃えて不可だと申しあげた。甚だしくは上疏まで上程して極論するものまでいた。」とあるという。박종
국（007）340 ページ
４　雖識理之人，必待按律，然後知罪之輕重，況愚民何知所犯之大小，而自改乎。	雖不能使民盡知律文，別抄
大罪條科，譯以吏文，頒示民間，使愚夫愚婦知避何如。
　　たとえ事理を知っている人だとしても、律文に依拠して判断を下した後でなければ罪の軽重を知ることが
出来ない。いわんや愚民がどうして犯罪の大小を知って自ら改めることができるのか。たとえ民をして律
文をわからせることができないとしても、別に大罪の条項だけでも抜き出してこれを吏文に翻訳して民間
に頒布し、愚夫愚婦をして犯罪を避けるすべを知らせるのはどうか。（世宗実録　世宗 4年 月 7日）
５　世宗は訓民正音を作って一ヶ月半後には、王子たちに韻書の諺解をまかせた。
　　命集賢殿校理崔恒，副校理朴彭年，副修撰申叔舟ㆍ李善老ㆍ李塏，敦寧府注簿姜希顔等，詣議事廳，以諺
文譯韻會，東宮與晉陽大君瑈，安平大君瑢監掌其事。皆稟睿斷，賞賜稠重，供億優厚矣。
　　集賢殿校理崔恒、副校理朴彭年、副修撰申叔舟、李善老、李塏、敦寧府注簿姜希顔らに命じて、議事廳に
行って諺文で韻會を翻訳させ、東宮と晉陽大君李瑈、安平大君李瑢をしてそれを監掌させた。（世宗実録　
世宗 6年 月 6日）
　　また、文宗実録によれば、文宗（東宮）は六芸、天文、暦象、声律、音韻に至るまで通じていないことは
なかったという。（박종국（007）344 ページ）
６　安秉禧（007）4-43 ページ
７　東国正韻の序で申叔舟はつぎのように述べている。臣等才識淺短　學問孤陋　奉承未逹　毎煩　指顧。
　　臣らの才能や知識は浅く、学問は見識が狭いので、王命を未だ遂行できず、ことごとに殿下のご指導を仰
いで煩わせた。
８　時，上勤於萬機，又喜觀書典夜不釋，遂得眼疾。王はすべてのことに勤勉で、書物と典籍を日夜読んでい
らしたので、ついに眼病にかかられてしまった。（世宗実録	世宗 3年 4月 4日）
９　北宋の儒学者、邵雍が著した皇極経世書には、西山蔡氏曰……陰陽之中又陰陽　出於自然　不待智営而力
索也　とあるという。姜信沆（3）0 ページ
　　訓民正音の文章には、皇極経世書からの引用と思われるものが多い。皇極経世書が含まれる性理大全は
4 年に完成し、世宗の時代に朝鮮に入ってきた。世宗は自ら性理大全について講じ、集賢殿の学士た
ちに研究させ、46 年に刊行させている。
0　李正浩（7）7 ページにも、「人が作ったようではない」とある。
　鄭麟趾も序の中で最後につぎのように述べている。夫東方有國，不為不久，而開物成務之大智，蓋有待於
今日也歟。東方に国があって久しいが、開物成務の（人が知らない道理を悟ってこれを実際に行い成功さ
せる）大いなる知恵は、今日（世宗が現れるの）を待っていたことだろう。
　金錫得（7）は次のように述べている。「彼らは人間を一つの大宇宙から生成された小宇宙と見て、小
宇宙である人間の心と心気の作用によって生成された音声と文字もまたその小宇宙と考えた。（中略）こ
の宇宙理論の普遍性を持ったハングルの一つ一つの文字とその音は、単純な無意味な記号ではなく、自然
律と宇宙の生成法則の一致において生動する哲学的な意味の実存物として認識したのである。したがって、
このようなハングルとその音の研究は、彼らにとってはすなわち自己哲学の遂行であり、自己実存の発見
であり、自己成長の姿であり、宇宙精神の実践と自覚したのである。」
3　姜信沆（3）によれば、皇極経世書の蔡元定の注には、天地万物皆陰陽剛柔之分　人則兼備呼陰陽剛
柔 故霊於万物　而能与天地参也　（天地万物は皆陰陽剛柔の分類がある。人間は陰陽剛柔を兼備しており、
万物より霊妙であるので天地に参与することができるのである。）という文があるという。
4　이 [i] という単語は、それ自体が人と言う意味も持っている。
　また、李正浩（7）によれば、母音字母だけでなく、子音字母にも天地人の思想が含まれているという。
0　訓民正音における人間存在肯定の思想について
すなわち、ㅇは天、ㅁは地、ㅅは人であるという。
6　アレアを含む単語は数多くあったが、母音のアレアで始まる単語が存在しなかったからか。
7　しかし現在でも済州島の方言にはその音が残っているとされ、ソウルにも「する」という意味の動詞하다
の하（かつてはㅏではなくアレアの・であった）をㅏよりももっと後ろの母音で発音する人がいるので、
完全に消滅したわけではないのかもしれない。
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